
様式６－１
本業務の実施に必要な専門知識、ノウハウを持った業務従事者の確保
１　業務従事者数
	全業務従事者数（常勤換算後）
	（　　　　　）人
	Ａ

	
	管理栄養士の業務従事者数（実人数）
	（　　　　　）人
	

	
	管理栄養士の業務従事者数（常勤換算後）
	（　　　　　）人
	Ｂ

	
	栄養士の業務従事者数（実人数）
	（　　　　　）人
	

	
	栄養士の業務従事者数（常勤換算後）
	（　　　　　）人
	Ｃ

	
	調理師の業務従事者数（実人数）
	（　　　　　）人
	

	
	調理師の業務従事者数（常勤換算後）
	（　　　　　）人
	Ｄ

	
	調理員等の業務従事者数（実人数）
	（　　　　　）人
	

	
	調理員等の業務従事者数（常勤換算後）
	（　　　　　）人
	Ｅ


　＊Ａ＝Ｂ+Ｃ+Ｄ+Ｅとなること。
＜業務従業者詳細＞
	Ｂ及びＣのうち、継続して1年以上患者給食業務の経験を有する者の人数
	（　　　　　）人
	

	Ｂ及びＣのうち、継続して1年以上給食管理システムの利用経験を有する者の人数
	（　　　　　）人
	

	Ｄのうち、継続して６か月以上患者給食業務の経験を有する者の人数
	（　　　　　）人
	


２　業務責任者
	患者給食業務の継続経験年数（条件：３年以上）
	（　　　　　）年

	患者給食業務について、直近１０年間における現場責任者及び指導的な立場（主任、チーフ、係長など）での経験年数（通算年数）
	（　　　　　）年


３　栄養管理責任者及び調理責任者

	栄養管理責任者の患者給食業務の継続経験年数（条件：３年以上）
	（　　　　　）年

	調理責任者の患者給食業務の継続経験年数（条件：３年以上）
	（　　　　　）年


【記入要領】

・　令和６年４月１日時点に見込まれる人数、年数、雇用状況等を記入すること。

注：指定様式(Ａ４縦長横書き)に記載し、不足の場合は、頁を増やし追加すること。
様式６－２
【１　業務従事者数】の常勤換算表

《記入例》

	区分
	勤務状況
	実人数　①
	１人当たりの週間勤務時間
	常勤換算後の人数　③

	
	
	
	時間・分単位
	時間単位　②
	

	調理員
	常勤
	８　人
	３８時間４５分
	３８．７５時間
	８　　人

	調理員
	パート
	５　人
	２０時間００分
	２０．０　時間
	２．５人

	調理員
	パート
	４　人
	１７時間３０分
	１７．５　時間
	１．８人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	合計
	１７　人
	―
	―
	１２．３人



	区分
	勤務状況
	実人数　①
	１人当たりの週間勤務時間
	常勤換算後の人数　③

	
	
	
	時間・分単位
	時間単位　②
	

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	
	
	人
	時間　　分
	時間
	人

	合計
	人
	―
	―
	人


※１　常勤の時間数を３８時間４５分（３８．７５時間）として算定すること。

２　（常勤換算後の人数③）＝（実人数①）×（時間単位②）÷３８．７５で算定した数値の小数点第２位以下を切り捨てること。

３　区分ごとに（実人数①）及び（常勤換算後の人数③）のそれぞれの合計人数を様式６「１　業務従事者数」の（実人数）及び（常勤換算後）の欄にそれぞれ記入すること。

４　業務現場責任者等も含む。

５　区分の欄は、管理栄養士、栄養士、調理師、調理員等を記載すること。
注：指定様式(Ａ４縦長横書き)に記載し、不足の場合は、頁を増やし追加すること。
（３行目の例）週５日で１日当たり３時間３０分勤務の従事者が４人いる場合









